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近 年 ， 産 業 廃 水 ・ 生 活 排 水 の 流 出 に 伴 い ， 水 域 の 汚 濁 の 進 行 が 問 題 と な っ て い

る 。 特 に 窒 素 ・ リ ン 等 の 栄 養 塩 の 流 出 に 伴 い ， 湖 沼 の 富 栄 養 化 に よ る 有 毒 ア オ コ

の 発 生 ， 硝 酸 性 窒 素 に よ る 地 下 水 汚 染 等 が 各 地 で 深 刻 化 し て お り ， 様 々 な 排 水 か

ら の 高 効 率 な 栄 養 塩 除 去 手 法 の 確 立 が 急 務 の 課 題 と な っ て い る 。 現 在 排 水 か ら の

栄 養 塩 の 除 去 に は ， コ ス ト の 観 点 か ら 生 物 学 的 処 理 法 が 主 に 用 い ら れ て い る が ，

生 物 化 学 反 応 は p H や 水 温 等 の 外 部 環 境 因 子 に 大 き な 影 響 を 受 け る た め ， 安 定 し

た 処 理 が 困 難 と な っ て い る 。 特 に 専 門 の 技 術 者 が 常 駐 し て 維 持 管 理 を 行 う こ と が

で き な い 中 小 規 模 の 事 業 場 で は ， 良 好 な 処 理 水 質 を 維 持 す る こ と が 困 難 で あ る 。

こ の た め ， 処 理 の 安 定 化 を 達 成 す る 新 し い 処 理 プ ロ セ ス の 開 発 が 強 く 求 め ら れ て

い る 。 ま た ， 生 物 学 的 栄 養 塩 除 去 に 関 与 す る 脱 窒 細 菌 お よ び リ ン 蓄 積 細 菌 は 排 水

中 の 有 機 物 を 巡 っ て 競 合 す る た め ， 窒 素 ・ リ ン の 同 時 除 去 を 達 成 す る こ と は 困 難

で あ る 。 こ の 競 合 を 解 消 す る た め に ， 脱 窒 能 を 持 つ リ ン 蓄 積 細 菌 （ 脱 窒 性 リ ン 蓄

積 細 菌 ） の 利 用 が 提 案 さ れ て い る が ， こ れ ま で 提 案 さ れ た プ ロ セ ス は ， こ の 微 生

物 を 集 積 す る た め に 複 数 の 反 応 槽 ・ 沈 降 槽 を 必 要 と す る 極 め て 複 雑 な プ ロ セ ス で

あ り ， 大 規 模 の 事 業 場 を 除 い て は 適 用 す る こ と が 困 難 で あ る 。 こ の た め ， 窒 素 ・

リ ン の 同 時 除 去 を 達 成 す る シ ン プ ル な 処 理 プ ロ セ ス の 開 発 が 不 可 欠 と な っ て い る 。 

  本 研 究 で は 安 定 し た 栄 養 塩 除 去 を 達 成 す る 手 法 と し て ， 実 時 間 制 御 法 の 開 発 を

行 っ た 。 半 回 分 式 の 反 応 槽 S B R（ S eq u en c i n g  B a t c h  R e a c t o r） 内 で は ， 生 物 化 学 反

応 の 進 行 に 伴 っ て 酸 化 還 元 電 位 （ O R P）・ p H 等 が 急 激 に 変 化 す る た め ， こ れ ら の

情 報 を リ ア ル タ イ ム で 検 出 し ， 運 転 制 御 に 利 用 す る こ と に よ っ て ， 処 理 の 安 定 化

を 達 成 す る こ と が 可 能 で あ る 。 本 研 究 で は 制 御 パ ラ メ ー タ の 有 効 性 を 実 験 的 に 確

認 す る こ と で 制 御 手 法 を 確 立 し ， 最 終 的 に 実 排 水 処 理 に 適 用 す る こ と で 本 手 法 の

有 効 性 ・ 実 用 性 を 示 し た 。 一 方 ， 本 研 究 で は ， 既 存 の 処 理 プ ロ セ ス の も う 一 つ の

課 題 で あ る ， 窒 素 ・ リ ン 同 時 除 去 プ ロ セ ス の 高 効 率 化 を 図 る た め に ， グ ラ ニ ュ ー

ル 法 に 着 目 し た 。 グ ラ ニ ュ ー ル と 呼 ば れ る 自 己 造 粒 微 生 物 群 の 内 部 で は ， 酸 素 の

拡 散 が 生 じ る た め ， 曝 気 条 件 時 に お い て も 内 部 に 無 酸 素 部 位 を 創 出 す る こ と が 可

能 で あ り ， 酸 素 を 好 ま な い 脱 窒 性 リ ン 蓄 積 細 菌 を 単 一 槽 内 に 集 積 す る こ と が 可 能

で あ る 。本 研 究 で は ，S B R を 用 い て グ ラ ニ ュ ー ル を 形 成 し ，単 一 槽 を 用 い て 窒 素・

リ ン の 同 時 除 去 が 達 成 可 能 で あ る こ と を 確 認 し た 。 ま た ， 実 排 水 処 理 に 適 用 す る

こ と で ， 本 手 法 の 実 用 性 を 示 し た 。 さ ら に ， グ ラ ニ ュ ー ル の 形 成 時 に お い て も ，

p H 等 の 制 御 パ ラ メ ー タ の 挙 動 か ら ，実 時 間 制 御 法 を 適 用 す る こ と が 可 能 で あ る と

考 え ら れ ， 実 時 間 制 御 法 と グ ラ ニ ュ ー ル 法 を 組 み 合 わ せ る こ と で ， 安 定 し た 処 理

を 達 成 す る シ ン プ ル な 栄 養 塩 除 去 プ ロ セ ス を 構 築 で き る こ と を 示 し た 。  

 

本 論 文 は 7 章 よ り 構 成 さ れ て い る 。 以 下 に 各 章 の 概 要 に つ い て 述 べ る 。  

 

  第 1 章 で は ， 栄 養 塩 除 去 の 必 要 性 ， 生 物 学 的 栄 養 塩 除 去 プ ロ セ ス に 関 す る 既 往
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の 知 見 お よ び 問 題 点 ， 実 時 間 制 御 法 お よ び グ ラ ニ ュ ー ル 法 に 関 す る 既 往 の 知 見 に

つ い て 概 説 し ， 本 研 究 の 目 的 と 意 義 を 明 ら か と し た 。  

  第 2 章 で は ， 生 物 学 的 窒 素 除 去 反 応 の 進 行 を モ ニ タ リ ン グ し ， 制 御 す る た め の

パ ラ メ ー タ と し て ，O R P・ p H を 用 い る こ と の 有 効 性 を 確 認 し た 。実 畜 産 排 水 を 用

い て S B R を 運 転 し ，異 な る 硝 化・脱 窒 条 件 下 に お け る O R P・ p H・ D O の 挙 動 を モ

ニ タ リ ン グ し た 結 果 ，無 酸 素 工 程 に お け る 脱 窒 反 応 の 制 御 に は O R P が ，ま た 好 気

工 程 に お け る 硝 化 反 応 の 制 御 に は p H が 適 し て い る こ と が 明 ら か と な っ た 。ま た ，

制 御 の 成 功 の た め に は C / N 比 の 適 正 化 が 不 可 欠 で あ っ た 。さ ら に C / N 比 の 適 正 化

は ， 温 室 効 果 ガ ス と し て 近 年 問 題 と な っ て い る 亜 酸 化 窒 素 の 生 成 を 大 幅 に 削 減 す

る こ と を 確 認 し た 。  

  第 3 章 で は ，第 2 章 で 得 ら れ た 成 果 を 基 に 実 際 に 制 御 プ ロ グ ラ ム を デ ザ イ ン し ，

低 C / N 比 排 水 処 理 に 適 用 す る こ と で ， 実 時 間 制 御 法 の 有 効 性 を 確 認 し た 。 O R P・

p H プ ロ フ ァ イ ル に 基 づ い て 設 計 さ れ た 制 御 シ ス テ ム は ，外 部 炭 素 源 の 自 動 投 入 お

よ び 無 酸 素 ・ 好 気 工 程 時 間 の 最 適 化 を 可 能 と し た 。 無 酸 素 ・ 好 気 工 程 時 間 が 適 切

に 保 た れ た た め ， 無 酸 素 工 程 に お い て 完 全 脱 窒 ， 好 気 工 程 に お い て 完 全 硝 化 が 達

成 さ れ ， 安 定 し た 窒 素 除 去 能 を 示 し た 。 全 窒 素 （ T- N） お よ び 全 有 機 炭 素 （ TO C）

の 除 去 率 は そ れ ぞ れ 9 5 %， 9 8 %以 上 を 達 成 し た 。 ま た ， 流 入 水 質 変 動 が 大 き い 場

合 ，無 酸 素 工 程 の 制 御 に は O R P の 変 化 値 は 有 効 で あ っ た が ，O R P の 絶 対 値 は 有 効

で は な か っ た 。 さ ら に ， 設 計 さ れ た 本 制 御 シ ス テ ム で は ， 激 し い 流 入 負 荷 変 動 に

対 し て も ， 反 応 槽 内 の 生 物 化 学 反 応 に 基 づ く フ レ キ シ ブ ル な 水 理 学 的 滞 留 時 間

（ H RT） を 設 定 す る こ と で 対 応 可 能 で あ っ た 。  

  第 4 章 で は ， 実 時 間 制 御 法 の 実 排 水 処 理 へ の 適 用 を 検 討 す る た め に ， 水 質 変 動

の 極 め て 激 し い 実 畜 産 排 水 を 対 象 排 水 と し て ， 約 7 ヶ 月 間 の 連 続 処 理 実 験 を 行 っ

た 。 C / N 比 の 激 し く 変 動 す る 畜 産 排 水 処 理 に お い て も ， O R P・ p H プ ロ フ ァ イ ル に

基 づ く C / N 比 お よ び 無 酸 素・好 気 工 程 時 間 の 適 正 化 が 図 ら れ ，安 定 か つ 良 好 な 窒

素 除 去 能 を 長 期 間 維 持 す る こ と が 可 能 で あ っ た 。 T- N 除 去 率 は 約 9 6％ に 達 し ，ま

た 処 理 水 中 の 平 均 の T- N 濃 度 は 約 3 0  g / m 3 で あ っ た 。 こ れ に 対 し ， C / N 比 の 自 動

制 御 を 行 わ な か っ た 場 合 ，安 定 し た 窒 素 除 去 能 は 得 ら れ ず ，平 均 の T- N 除 去 率 は

約 6 6 %に 止 ま っ た 。  

  第 5 章 で は ， グ ラ ニ ュ ー ル を 用 い た 単 一 槽 型 の 窒 素 ・ リ ン 同 時 除 去 プ ロ セ ス の

開 発 を 行 っ た 。酢 酸 ナ ト リ ウ ム を 主 成 分 と す る 人 工 排 水（ C O D :  6 0 0  g / m 3，N H 4 - N :  

6 0  g / m 3 ,  P O 4 - P :  1 0  g / m 3）を 用 い て 嫌 気 /好 気 /無 酸 素 条 件 下 で S B R の 運 転 を 行 っ た 。

汚 泥 沈 降 工 程 時 間 を 極 端 に 短 く 設 定 し て 運 転 を 続 け た 結 果 ， 徐 々 に グ ラ ニ ュ ー ル

化 が 進 行 し ， 実 験 開 始 後 約 2 ヶ 月 で 粒 径 1  m m 程 度 の 沈 降 性 の 高 い グ ラ ニ ュ ー ル

が 得 ら れ た 。 好 気 工 程 に お い て ， 硝 化 ・ リ ン 酸 取 り 込 み 反 応 に 加 え て ， 通 常 無 酸

素 条 件 下 で 起 こ る 脱 窒 反 応 が 同 時 に 進 行 し て い る こ と が 水 質 測 定 結 果 か ら 明 ら か

と な っ た 。 こ の 特 異 な 反 応 に よ っ て 好 気 工 程 終 了 時 に は ほ と ん ど の 窒 素 ・ リ ン を
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除 去 す る こ と が 可 能 で あ っ た が ， 除 去 能 を 向 上 さ せ る た め に は ， 後 段 に 短 時 間 の

無 酸 素 工 程 の 導 入 が 必 要 で あ っ た 。 処 理 水 中 の N H 4 - N， N O x - N， P O 4 - P の 濃 度 は

常 に 1  g / m 3 以 下 で あ り ，単 一 槽 を 用 い て 窒 素・リ ン の 同 時 除 去 を 達 成 す る こ と に

成 功 し た 。 微 小 酸 素 電 極 を 用 い て グ ラ ニ ュ ー ル 内 部 の 酸 素 濃 度 の 測 定 を 行 っ た 結

果 ， 酸 素 の 浸 透 深 さ は 約 1 0 0  μm で あ り ， 内 部 に 無 酸 素 部 位 が 存 在 し て い る こ と

が 明 ら か と な っ た 。 F I S H 法 （ F l u o r e s c e n c e  i n  s i t u  h y b r i d i z a t i o n） を 用 い て グ ラ ニ

ュ ー ル 内 部 の 微 生 物 分 布 を 観 察 し た 結 果 ， リ ン 蓄 積 細 菌 は 酸 素 の 浸 透 部 位 よ り 内

側 に も 存 在 し て い る こ と が 確 認 さ れ た こ と か ら ， 好 気 工 程 時 に 脱 窒 反 応 を 担 っ て

い る の は ， 主 に 脱 窒 性 リ ン 蓄 積 細 菌 で あ る こ と が 示 唆 さ れ た 。 さ ら に ， グ ラ ニ ュ

ー ル の 形 成 時 に お い て も ， 電 気 伝 導 度 （ E C） や p H の 挙 動 を 利 用 し て 実 時 間 制 御

を 行 う こ と が 可 能 で あ り ，実 時 間 制 御 法 と グ ラ ニ ュ ー ル 法 を 組 み 合 わ せ る こ と で ，

安 定 し た 処 理 を 達 成 す る 窒 素 ・ リ ン 同 時 除 去 プ ロ セ ス を 確 立 す る こ と が 可 能 で あ

る と 示 唆 さ れ た 。  

  第 6 章 で は ， 第 5 章 で 開 発 さ れ た グ ラ ニ ュ ー ル を 用 い た 単 一 槽 型 の 窒 素 ・ リ ン

同 時 除 去 手 法 の 実 排 水 処 理 へ の 適 用 を 検 討 し た 。 流 入 排 水 を 人 工 排 水 か ら 水 道 水

で 希 釈 し た 畜 産 排 水 に 徐 々 に 置 換 し ，H RT を 変 化 さ せ ず に 実 験 を 継 続 し た と こ ろ ，

グ ラ ニ ュ ー ル の 崩 壊 は 確 認 さ れ ず ， 沈 降 性 の 高 い グ ラ ニ ュ ー ル が 維 持 さ れ た 。 好

気 工 程 に お い て 硝 化 ・ 脱 窒 ・ リ ン 酸 取 り 込 み 反 応 の 同 時 進 行 が 確 認 さ れ ， 良 好 な

窒 素・リ ン 除 去 が 可 能 で あ っ た 。し か し な が ら 徐 々 に 希 釈 率 を 減 少 し ， H RT を 増

大 さ せ た と こ ろ ， グ ラ ニ ュ ー ル 径 の 減 少 が 確 認 さ れ ， 好 気 工 程 に お け る 脱 窒 能 の

低 下 を 引 き 起 こ し た 。 畜 産 排 水 の よ う な 高 濃 度 窒 素 ・ リ ン 含 有 排 水 の 処 理 で は ，

窒 素・リ ン 除 去 速 度 に 限 界 が あ る こ と か ら H RT が 長 く な り ，結 果 と し て グ ラ ニ ュ

ー ル の 選 択 圧 が 減 少 す る た め に ， こ の よ う な グ ラ ニ ュ ー ル の 崩 壊 が 引 き 起 こ さ れ

る と 考 え ら れ た 。 本 研 究 で は 余 剰 汚 泥 の 排 出 方 法 に 改 良 を 加 え ， 処 理 水 の 排 出 に

よ る グ ラ ニ ュ ー ル の セ レ ク シ ョ ン に 加 え ， 余 剰 汚 泥 を 排 出 す る 際 に も グ ラ ニ ュ ー

ル の セ レ ク シ ョ ン を 行 う こ と で ，H RT が 長 い（ 7 . 5  d）場 合 で も グ ラ ニ ュ ー ル を 維

持 す る こ と に 成 功 し た 。無 希 釈 の 畜 産 排 水（ T- N :  6 5 0  g / m 3 ,  T- P :  1 2 5  g / m 3）を 用 い

た 場 合 も ，最 終 的 な 処 理 水 中 の 平 均 N H 4 - N，N O x - N，P O 4 - P 濃 度 は ，そ れ ぞ れ < 0 . 1，

1 . 4， 1 . 2  g / m 3 で あ り ， 良 好 な 窒 素 ・ リ ン 除 去 を 達 成 し た 。  

  以 上 ， 本 論 文 で は 既 存 の 栄 養 塩 除 去 プ ロ セ ス で 課 題 と な っ て い た ， 処 理 の 安 定

化 お よ び 高 効 率 化 を 達 成 す る た め に ， 実 時 間 制 御 法 お よ び グ ラ ニ ュ ー ル 法 の 開 発

を 行 っ た 。 こ れ ら の 研 究 成 果 は 生 物 学 的 栄 養 塩 除 去 プ ロ セ ス の 普 及 の み な ら ず ，

環 境 浄 化 技 術 お よ び 環 境 生 物 工 学 の 発 展 に 大 い に 寄 与 す る こ と が 期 待 さ れ る 。  
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研 究 業 績              
種 類 別   題名、  発表・発行掲載誌名、  発表・発行年月、  連名者（申請者含む）

 
論文 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
総説 
 
 
 
 
 

 
 

( 1 )（ 報 文 ） N .  K i s h i d a ,  J . H .  K i m,  S .  Ts u n e d a ,  R .  S u d o  
A n a e r o b i c / o x i c / a n o x i c  g r a n u l a r  s l u d g e  p r o c e s s  a s  a n  e f f e c t i v e  
n u t r i e n t  r e m o v a l  p r o c e s s  u t i l i z i n g  d en i t r i f y i n g  
p o l y p h o sp h a t e - a c c u mu l a t i n g  o rg an i s ms  
Wa t e r  R e s e a rc h ,  4 0 ,  2 3 0 3 - 2 3 1 0  ( 2 0 0 6 )  

 
( 2 )（ 報 文 ）N .  K i s h i d a ,  J . H .  K i m,  M .  C h en ,  S .  Ts u n e d a ,  H .  S a s a k i ,  R .  

S u d o  
A u t o m a t i c  c o n t r o l  s t r a t eg y  f o r  b i o lo g i c a l  n i t r o g e n  r e mo v a l  o f  l o w  
C / N  w a s t e w a t e r  i n  a  s eq u e n c i n g  b a t ch  r e a c t o r  
Wa t e r  S c i e n c e  a n d  Te c h n o l o g y ,  5 0  ( 1 0 ) ,  4 5 - 5 0  ( 2 0 0 4 )  

 
(3)（ 報 文 ） J . H .  K i m,  M .  C h e n ,  N .  K i s h i d a ,  R .  S u d o  

I n t e g r a t ed  r e a l - t i me  c o n t r o l  s t r a t eg y  o f  n i t r o g e n  r e mo v a l  f o r  s w i n e  
w a s t e w a t e r  t r e a t me n t  u s i n g  s e q u e n c i n g  b a t c h  r e a c t o r s  
Wa t e r  R e s e a rc h ,  3 8 ,  3 3 4 0 - 3 3 4 8  ( 2 0 0 4 )  

 
( 4 )（ 報 文 ） N.  K i s h i d a ,  J . H .  K i m,  Y.  K i mo c h i ,  O .  N i s h i mu r a ,  H .  

S a s a k i ,  R .  S u d o  
E f f e c t  o f  C / N  r a t i o  o n  n i t r o u s  o x i d e  e mi s s i o n  f r o m s w i n e  
w a s t e w a t e r  t r e a t me n t  p r o c e s s  
Wa t e r  S c i e n c e  a n d  Te c h n o l o g y ,  4 9  ( 5 / 6 ) ,  3 5 9 - 3 7 1  ( 2 0 0 4 )  

 
( 5 )（ 報 文 ） M .  C h e n ,  J . H .  K i m,  N .  K i s h i d a ,  O .  N i s h i mu r a ,  R .  S u d o  

E n h an c e d  n i t r o g e n  r e mo v a l  u s i n g  C / N  l o a d  a d j u s t m e n t  a n d  r e a l - t i me  
c o n t r o l  s t r a t e g y  i n  s e q u e n c i n g  b a t c h  r e a c t o r s  f o r  s w i n e  w a s t e w a t e r  
t r e a t me n t  
Wa t e r  S c i e n c e  a n d  Te c h n o l o g y ,  4 9  ( 5 / 6 ) ,  3 0 9 - 3 1 4  ( 2 0 0 4 )  

 
( 6 )（ 報 文 ） N .  K i s h i d a ,  J . H .  K i m ,  M .  C h e n ,  H .  S a s a k i ,  R .  S u d o  

E f f e c t i v en e s s  o f  o x i d a t i o n - r e d u c t i o n  p o t e n t i a l  a n d  p H  a s  mo n i t o r i n g  
a n d  c o n t r o l  p a r a me t e r s  f o r  n i t r o g e n  r e mo v a l  i n  s w i n e  w a s t e w a t e r  
t r e a t me n t  b y  s eq u e n c i n g  b a t c h  r e a c t o r s  
J o u r n a l  o f  B i o s c i e n c e  a n d  B i o e n g i n e e r i n g ,  9 6 ,  2 8 5 - 2 9 0  ( 2 0 0 3 )  

 
 
( 1 )  岸 田 直 裕 ， 常 田  聡  
好 気 性 グ ラ ニ ュ ー ル を 用 い た 水 処 理 技 術  
水 処 理 技 術 ,  4 7  ( 8 ) ,  3 4 9 - 3 5 5  ( 2 0 0 6 )  

 
( 2 )  岸 田 直 裕 ， 金  主 鉉 ， 佐 々 木 弘 ， 須 藤 隆 一 ， 常 田  聡  
リ ア ル タ イ ム 制 御 法 を 用 い た 新 規 窒 素 除 去 プ ロ セ ス の 開 発  
ケ ミ カ ル エ ン ジ ニ ア リ ン グ ,  5 0  ( 3 ) ,  1 0 8 - 11 3  ( 2 0 0 5 )  
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研 究 業 績        
種 類 別   題名、  発表・発行掲載誌名、  発表・発行年月、  連名者（申請者含む）

 
講演 
(国際会議) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
講演 
(国内) 

 
 

( 1 )  N .  K i s h i d a ,  S .  Ts u n e d a ,  J . H .  K i m ,  R .  S u d o  
S i mu l t a n e o u s  n i t r o g en  a n d  p h o s p h o r u s  r e mo v a l  f r o m h i g h  s t r e n g t h  
i n d u s t r i a l  w a s t e w a t e r  u s i n g  a e r o b i c  g r an u l a r  s l u d g e  

2 n d  a e ro b i c  g ra n u l a r  s l u d g e  w o r k s h o p ,  D e l f t ,  N e t h e r l a n d s  ( S ep t e mb e r,  
2 0 0 6 )  

 
( 2 )  N .  K i s h i d a ,  J . H .  K i m,  S .  Ts u n e d a ,  R .  S u d o   

A n a e r o b i c / o x i c / a n o x i c  g r a n u l a r  s l u d g e  p r o c e s s  a s  a n  e f f e c t i v e  n u t r i en t  
r e mo v a l  p r o c e s s  u t i l i z i n g  d en i t r i fy i n g  p o l y p h o s p h a t e - a c c u mu l a t i n g  
o rg an i s ms  

C h i n a / U S A / Ja p a n  J o i n t  C h e m i c a l  E n g i n e e r i n g  C o n f e re n c e ,  B e i j i n g ,  
C h i n a  ( O c t o b e r,  2 0 0 5 )  

 
( 3 )  N .  K i s h i d a ,  J . H .  K i m ,  M .  C h e n ,  S .  Ts u n e d a ,  H .  S a s a k i ,  R .  S u d o  

A u t o m a t i c  co n t r o l  s t r a t eg y  f o r  b i o lo g i c a l  n i t r o g e n  r e mo v a l  o f  l o w  
C / N  w a s t e w a t e r  i n  a  s eq u e n c i n g  b a t ch  r e a c t o r  
3 rd  I WA S p e c i a l i z e d  C o n f e re n c e  o n  S e q u e n c i n g  B a t c h  R e a c t o r  
Te c h n o l o g y ,  No o s a ,  A u s t r a l i a  ( F eb r u a r y,  2 0 0 4 )  

 
( 4 )  N .  K i s h i d a ,  J . H .  K i m,  Y.  K i mo c h i ,  O .  N i sh i m u r a ,  H .  S a s a k i ,  R .  S u d o  

E f f e c t  o f  C / N  r a t i o  o n  n i t r o u s  o x i d e  e mi s s i o n  f r o m s w i n e  w a s t e w a t e r  
t r e a t me n t  p r o c e s s  
I WA 6 t h  S p e c i a l t y  S y m p o s i u m  o n  St ro n g  N i t ro g e n o u s  a n d  
A g ro - Wa s t e w a t e r ,  S e o u l ,  K o r e a  ( J u n e ,  2 0 0 3 )  

 
( 5 )  M .  C h e n ,  J . H .  K i m,  N .  K i s h i d a ,  O .  N i s h i mu r a ,  R .  S u d o   

E n h an c e d  n i t r o g e n  r e mo v a l  u s i n g  C / N  l o a d  a d j u s t me n t  a n d  r e a l - t i m e  
c o n t r o l  s t r a t e g y  i n  s e q u e n c i n g  b a t c h  r e a c t o r s  f o r  s w i n e  w a s t e w a t e r  
t r e a t me n t   
I WA 6 t h  S p e c i a l t y  S y m p o s i u m  o n  St ro n g  N i t ro g e n o u s  a n d  
A g ro - Wa s t e w a t e r ,  S e o u l ,  K o r e a  ( J u n e ,  2 0 0 3 )  

 
 

( 1 )  岸 田 直 裕 ， 常 田 聡 ， 金 主 鉉 ， 須 藤 隆 一  
好 気 性 グ ラ ニ ュ ー ル を 用 い た 窒 素 ・ リ ン 同 時 除 去 手 法 ～ 畜 産 排 水 処

理 へ の 適 用 ～  
第 4 0 回 日 本 水 環 境 学 会 年 会 ， 仙 台 （ 2 0 0 6 年 3 月 発 表 ）  

 
( 2 )  岸 田 直 裕 ， 常 田 聡 ， 金 主 鉉 ， 須 藤 隆 一   
回 分 式 反 応 槽 を 用 い た 好 気 性 グ ラ ニ ュ ー ル の 形 成 と 栄 養 塩 除 去 へ の

応 用  
化 学 工 学 会 第 7 0 回 年 会 ， 名 古 屋 （ 2 0 0 5 年 3 月 発 表 ）  

 
( 3 )  岸 田 直 裕 ， 常 田 聡 ， 金 主 鉉 ， 須 藤 隆 一   
好 気 性 グ ラ ニ ュ ー ル を 用 い た 単 一 槽 型 新 規 窒 素 ・ リ ン 除 去 手 法 の 開

発 第 3 9 回 日 本 水 環 境 学 会 年 会 ， 千 葉 （ 2 0 0 5 年 3 月 発 表 ）  
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研 究 業 績        
種 類 別   題名、  発表・発行掲載誌名、  発表・発行年月、  連名者（申請者含む） 

 
講演 
(国内) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
その他 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

( 4 )  岸 田 直 裕 ， 佐 々 木 弘 ， 常 田 聡 ， 金 主 鉉 ， 須 藤 隆 一   
S B R リ ア ル タ イ ム 制 御 法 を 用 い た 生 物 学 的 窒 素 除 去  
日 本 水 処 理 生 物 学 会 第 4 1 回 大 会 ， つ く ば （ 2 0 0 4 年 11 月 発 表 ）  

 
( 5 )  岸 田 直 裕 ， 佐 々 木 弘 ， 常 田 聡 ， 金 主 鉉 ， 須 藤 隆 一   

S B R リ ア ル タ イ ム 制 御 法 を 用 い た 亜 硝 酸 型 硝 化 ・ 脱 窒 プ ロ セ ス の 検

討  
第 3 8 回 日 本 水 環 境 学 会 年 会 ， 札 幌 （ 2 0 0 4 年 3 月 発 表 ）  

 
( 6 )  岸 田 直 裕 ， 金 主 鉉 ， 佐 々 木 弘 ， 須 藤 隆 一   

C / N 比 最 適 化 ・ リ ア ル タ イ ム 制 御 ハ イ ブ リ ッ ド シ ス テ ム に よ る 畜 舎

排 水 の 窒 素 除 去  
第 3 7 回 日 本 水 環 境 学 会 年 会 ， 熊 本 （ 2 0 0 3 年 3 月 発 表 ）  

 
( 7 )  M .  C h e n ,  J . H .  K i m,  N .  K i s h i d a  a n d  R .  S u d o   

R e a l - t i me  co n t r o l  s t r a t eg y  i n  s e q u e n c i n g  b a t c h  r e a c t o r s  f o r  s w i n e  
w a s t e w a t e r  t r e a t me n t  
日 本 水 処 理 生 物 学 会 第 3 9 回 大 会 ， さ い た ま （ 2 0 0 2 年 11 月 発 表 ）  

 
(8) 金 主 鉉 ， 須 藤 隆 一 ， 岸 田 直 裕 ， 佐 々 木 弘   

S B R リ ア ル タ イ ム コ ン ト ロ ー ル に よ る 畜 舎 排 水 の 高 度 処 理 に お け る

制 御 パ ラ メ ー タ の 確 立  
日 本 水 処 理 生 物 学 会 第 3 9 回 大 会 ， さ い た ま （ 2 0 0 2 年 11 月 発 表 ）  

 
( 9 )  岸 田 直 裕 ， 佐 々 木 弘 ， 金 主 鉉 ， 須 藤 隆 一   

S B R 適 正 制 御 に よ る 畜 舎 排 水 処 理 過 程 か ら の 亜 酸 化 窒 素 の 生 成 抑 制

日 本 水 処 理 生 物 学 会 第 3 9 回 大 会 ， さ い た ま （ 2 0 0 2 年 11 月 発 表 ）  
 
( 1 0 )  金 主 鉉 ， 岸 田 直 裕 ， 佐 々 木 弘 ， 須 藤 隆 一   
畜 産 固 形 廃 棄 物 を 用 い た S B R 最 適 制 御 に よ る 畜 舎 排 水 の 高 度 窒 素 除

去 お よ び N 2 O の 生 成 抑 制  
第 3 6 回 日 本 水 環 境 学 会 年 会 ， 岡 山 （ 2 0 0 2 年 3 月 発 表 ）  

 
 

( 1 )  J . H .  K i m,  M .  C h e n ,  N .  K i s h i d a   
C u r r e n t  s t a t e  a n d  p r o s p e c t s  o f  l i v e s t o ck  w a s t e w a t e r  t r e a t me n t  –  
O v e r v i e w  o f  J a p an ,  C h i n a  an d  Ko r e a  –   
F i r s t  I n t e r n a t i o n a l  S y m p o s i u m  o n  E n v i ro n m e n t a l  S c i e n c e  &  H u m a n  
E n g i n e e r i n g ,  S a i t a m a  ( J a n u a r y,  2 0 0 3 )  

 
 

 


	Kishida



